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研究機関紹介

地 rit i：毎ぷ社会調査研究センタ
( ，：ケス f ＞ヅ ＼I Iγf ンス）

Centre de Recherches et d、ιtudessur les SoCI止tes¥1t,diterran{enne邑

tケスア：，＿ /LJ IγJ〆ス；土， 人ij 7 )j人fこ人 Jーの！？：ブ

にスのr'，百［；：：， j[f( Iて業もなく， iM5r！のある保：支地，

};'/: ~f,,h 1'. L ( '1;11「〉れ口、るつその大γ’｛〉，ヱケスには

とγつ郊と法H午liilがあるだけ乙 "7/l,,！，｛ェ；てある理ヅ
，~！；，医学部とこもにーっ、ハ大学！正 Cuiversit己 d ’ Aix

!¥far日eilleをけっ亡uる今 三♂）t臨－）j者R市に、ここで去り

あげる地中1市計士会尚宏研究そ〉ケぃ （灯、下℃RESM1'. 

略称でII子ぶ〕をはじ ,1，，これど主苦心わLL、名l、＼ljをもっ
lilJt¥1,m;l者社会初「すEセ，守一（Centred’Etude品， Soci{, 111：点民地かt,｛民開発問一被iこびろげられ，また政策課怒

tis M合literran己enne，，丈学］＇；:r,f-tl/1,17 ～ rn~ド己のご＇（ 1) > 点、；i:，白民地行政から開発と経済協力にかわるのに照応し
ヤj主吋社会グ）歴史地jl[I・社会学的nr叱にふ穴てる），;M外認 し行政’T子， H江理学，民放誌学などの「椋民地的jな特

1111：／史iiff','¥'ri!r巾

I! i ti !er'.1’ { t 、＜：＇（ 諸l主ili)f吃！ゴ Lケ一 rTn宗titut《I'Etude, 刀；了Fろ；｝、「》れ7こどいろこどで多〉る－，ヱクスにある研究h

cles P孔3一、 del、（le己anTndien）などυ＞｝、ρ1付属的吃！？じ いγで特徴！？りなのは， Ill村i民地から引き掲げた大学入と行

w立の研究償問であろ応用人主干l''/:Tフ ljiJ t：：，，々、 tfi,C'l¥僚が述’;:r,；の中心；こな ＇） ていることであり，ころした

(Centre Africain d郡白ience，、 l[um山nesAppli臼uees), m’1E体制の再編成の；rlitれのな力‘で，いわば象徴的な意味
ill 梢民地われ政支·~－を rifr較する ifii外セ7号館（Archive日 d ’ t’1, ＂＇ている【
( )utre-:v1er）などがあろのは，け ・） して間伐でほんーし、n たかでもマゲレブ研究の中心として知られるようにな

それは訂 1：三、ヱケスの立地に上る地 J，的特色である BたCRES¥:Iit，研’1E組織の点、でも，活動の点でも注fl

kV可洋にむか｝て件，jl‘、たボルドーに、海外li)f究所（Insti- ; ~ firiする研究機照であるのわたくしは1968年3月， 7月，

tut d’Outre-l¥for), .':GアフリカT,Jf'.'>'Eゼンケ－ (Centre d’ 70午2)jのNiiを3回にわた.Jて訪問し研究所の重鎮で

Etu山 d’人frcr1ue"'-Jotrのがあるのそ同保に、地中海長大 車、ろyレ・いうルノー（LeTourneau）教授をはじめ数人

の港＂＜ lレ1，イユの？を背地であるエケスI：，海外諸問土く れ研F究者・ f,'J;t｝どi包i実L，また特色のあるカードを備え

に地中海諸国を対象とする数多〈門研究・教夜機関があ /:J司手干館を利用する機会をえた。

るのはJサ然づあPらう η 学術研究の市で本中央集権の1寄L

いフラ Lスマ；土あるが，近年の大学生の.2J習にともなぺ IT 

て 地方大乍を充実する傾向もそれにあずかっているを

いえる九 Lかい 二れ「》内研究村境問j(nドγ、主が比較的jf_i:{').

？あり，海外諮問どいう！号合、 r)l.なる諸外同ではなく lfl

仏領1官民地諮問を指すごとを考え台わせる去、も弓 A つ

の事実力士行かて戸あがって〈る。それば祁民地諮問の強力ー

にどtなう研究体制の変化であ IJ, yランスの努力芯；を
拡大再編r,l,tずる政治経i芥の1Mきに照応しご， zt冬Ill空］戎が

仁RESMの前身は， 1959年利i｛［の北アフリカ研究セン

守一（Centred’Etudes nord-africaineのであり， 1964

午に地q，海アフリカ調査センメヌー（Centre品 Recherche

sur i’Afrique Mふliterraneenne，時称 CRAM）として

改組され，さ川ご69年に，現在の CRESMと改称され

た。三＇1初から社会科学・人文科学の分野での多専門科学
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研究機鶏紹介

(J江総合研光，共同研究をめとしてし、たが， 4象地域は名 でき， S万円もあれば2週間位の調査旅行ができるとい

前が示すそおり，｜日仏領北アフリカ（モロッコ，アノレジ ろ有利な地理的条件だ｝？でなく，フランス（とくに市フ

cc 1.1ア，チムニむア）だじであっとア〉が，改称とともに ヲンス）どマグレアとのふがい歴史的調係が， CRE日M

リビアを含むマグレブ地つ加こ拡大され，ついでトルコ， の研究者腐を原くし，研究の水準を高めているというこ

ザ！Jシャ．スペfシなど地：IIi毎全域をも合、／）ること‘二え とができるだろり ι

内た。 CRAMとなやた当初は，近代・現代部門とf考古’ 共同研究を組織十る際には，上記のエクス大学の教授

宇部門仁分加れ， IS古学：＇iil/1円はアル：＞＇ :c支i守山もってL、 ，＇こちやそのもとですグレプ研究 tこ従事する若い研’究者を

たが， 1968年に考古学部門が分間iされ，現伝の仁RESivl 動員してし、るし，ブノレム（W.Plum）などのドイツのマグ

には部門医分はない「 レブ1Jf？！空管と合同乙ンポタウムを開催したり（19昨年11

：空st当初のス々、ゾフは，ヱクス大γのもH:Y：号令部， γ1~ ）！），ヨー＇＂ヴノごとマグレプの研究計を集めた国際学会を

書店の教授が中心であり，行政法のブロリー（M.Flory), 主催したこともある（1968年11月）。しかし CRESMで

北アフリ力当理劣のイスト ル（If.Isnar《］）言 Wi民史のミ 注目すベケこと；士、次；こ述べる上うに恒常的な文rnki，可動

.'.l'.',.…ジュ（J.Miege）などのマグレブ等門費総が参加して のi面で他の機関と協力体制をくんでいることであろう。

い1とが，！JlfEでH CRES.M ；司有しηスタップカ：増加して

いる。

中心メシベーt士 l'iff所長であるたアフリ 7]史のル・ト

ゥルノー， トFレコ史のマントラン（R.M日ntran），行政

治のドゥパッシュ（Ch.Debbasch），社会学のアダム（A

f¥rl11m), ;.'" ，＿シ1 ク（R I >uchaけなど（）、u：：大J三役
J受非常任），専属のス夕、ソフとして， 1 デ f工＞ " (B. E1i-
<'nne），ス 1Jt---(Ch. S0uri:1u）女11:!'11がL、ご： 存続ス V

、ソブの数は研究茂141'，，「羽：~館司詩5 名，協力？千 1 名、

事務員r,f, ・：：あぞJか九ブ弓ンス川好l究機l'/;Jトして， tf/.

f世！ばされぜ大雪 UfL、が， 1~ ：二名古［「三ふげたへ与 l士、ー

レヅ専門家としてすでに十ぐれた持作を発交しており，

1、子れも長期間ηT[/j也生？ト7》経験をtってい之。たをえ

1:fJレ・トゥyレ，＿教授は，ウェガに11作，ヂコユスに：1

介、アIレJ 工に1n;rも過ごしてい：＇.） '-, I 'i y、教授は E

口ツコ生活25年の終験がある。ブランスの大学人として

i 上ブラシスの犬伝で教脊をうけどあと， M民地の！！ヤ

の教師や大学の的手の職につき，その問の調E主をもと J

学位論文を嘗きあげて，本間の大学ピ就職する機会t-，符
つという lη；土， プくありふれた経習であるろにこう Liと

事情は現在でも問様であり，文化協定や技術協定にもと

-; ＜協力民としてち〈の行L、フラ：ァ、人研究円がマツlノ

ヅのご？とを踏むの CRESMの若いスタソブ色技術f);'_i,力目の

粍験があるポ， rザレブ！こ’ドまれ。父祖3I!＿ρ1：きfて！：

地への愛着が動機でマグレブ研究に従事すやものも少な

くない。また3名(J）協力汗というのは，ャnしもマグレ
イ出身のWI学生であり，宇佐論文を可i備するがた示ん，

アラブ語文献の婆約や翻訳のアルバイトをしているわけ

である。

空路 1 時間，海路20時間で地中海の対Ji~に渡ることが

Eく)L)

班

じRES！＼！では，学生の教育は行なわず，研究活重bとし

ては研究者の個人研究が主であるが， 1966年から次のよ

人な年!illの共通すも？をもうける上うにな〉た。

1966年北アフリカにおける国家の継承

1967年 マグレヅにおける文化変容と文化協力

1968'!" マグレアにおける権力三行政（γ グレ fiこお

ける工リートの砂l'J'G〕

1969W 都市 fl~

1970年政治エリートの形成

その結果は末尾のリストにかかげるとおりに公刊され

tいるが， CRESMの活動でより注目に依するのは，

Annuaire de l'Afrique du Nordの定期的発行と文献

店街jであし CRESMの組織は，そのために組みたてら

れているといえる。そこではじめに Annuaireの内容を

大づかみに述べておくことにしよう。

Annuaireは文字どおり，年刊であり， 1962年版以後，

1968年版まで出ている。

対象地域はマグレブ4カ国で，CRESMの活動領域を，

地中海全体に広げても当分の聞は変更する予定はないと

のことである。！） L:＇アの取扱いに {I子の変化はあるが，

権成はほとんど各年とも同じであり，研究論文，年報，

Ii誌， 資料，手？？守三報， 文献！：l録の頗で，最後にら終ワ！と

日次がある。

研究論文は，外部からの寄稿を含む北アフリカ全般に

ついての論文欄であり， 66年緩から共通テーマにあわせ

て特集がくまれている。年報の項では，政治，外交，社

会・文化，経済に分げて各国間に年間の回顧と主要トピッ

クスの分析をしており，執筆者は研究者たちである。日
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誌は，主要なできごをについてはかなり詳細な説明があ

り，分量生も 200ページ近くある。執筆授は司書（docu-

mentaliste）でJちるが無署名である。資料の織は，：%iJ,

令，国際協定，内閣改造， i演説などを収録するものであ

り，原典と省略個所などが明記されている。科学年報と

いう円は 研究段問紹介，研究史，研究ノート，資料縞

介などであり，手l])Tj価値がiiい、。書評：土｛f三平均35；，日正竺

取りあげているが，単なる内容紹介から本格的批評にu、

たる士でいろU、Fちであり， iぎ択の基準i,i士フきりしてい

なU上九である l ピ献H聖天l土，単行＊だljでなく，捻

誌，新聞記事についてもマグレブにかんする記事ザイト

ルをかなり網羅i町三カパーして＼、るが． アラブ藷の＼（款

に－，，，、ても，ローγ字化し訳をつけて収妓しである q

このような年鑑を編集するためには，情報収集綱の終

備と i'，：報処理乙＇）祉 t様化， t，かでもいわル！.， <locumenta-
tion 活動が十分に行なわれなければなじたいことfれ、ろ

までもない。

CPl~SM の十j·i，デJii 書館は， rl(！吹語文iwi'：が、単行許7向的

点，持t：士350種， i'Ji聞却種｛デふ！？，ア＂， ・／活文献が， i11 t 

行言f》．非継続の雑諮8200,1;,

CREお＼！の歴史 lう・；；＼＇.＇、ため「 ＇）fI設，i/?,数は 号：王ど多＜ t仁L、

が， l也］j，~を限定 L 、研究者モ尚文執筆仁和／下、戸生を 1-t<t,¥: 
する専門図書館としてはかなり充実しているとい叶て上

い。アヰプ語文献円上〈整煎されておH，通常の大図書‘

館 fたどえばア ，v•.－ 工大学内木の）に＜ i'，べると｛，たしJ：ラ

十いが，現在のところ教夜が講義に用いたり学生i：指示

した I)Lなヤので（あるいはできないのプ？と整瑚にあた

るス ii 十一女史Itr！.［肉っ13:＼似て笑をも九1だ7，手I]If] I支

は低いが将来に備えて収集にカをそそいでいるの

この上うな所蔵文献と新聞雑誌から， Annuaireに記

載されたいもので 'i，含めた膨犬な量の情報を整理加下一「

るわけであるが，それに従事する司書と事務局員の人数

は，すでに述ぺfて上うにそれほど多くないし機械化が

不可能た単純作雫であり，しかも高度の能力を必要土ト

るものであるために作業能率を高めることもできないの

これは文献活動中行なう研究機関が必寸＇ i([1iiiする難問題

でふ／’J; CRESf¥！では外仰の機関と｜弘！J俸制を！？ィ、こ

とにtって対処し＇（＇.、る。すなわち新聞，雑誌記事の索

引は，パリのl司立政治科学院やアルジェの政治学研究所

などからカードどなって送t，れてくる L, 1-l誌は在外0

館が作成したものがどどけられる。同様の作業を行なっ

ているバリの文献センター（Documentationf ranc;aise) 

と閥、主政治科守防付属の国際関係研究ヤーヲーがよ；－1¥,Jヴ

研究、携関紹介 c')')'T 一工事主主

発行する隔月刊誌 Maghrebの記事も CRESMの作業

の某礎に用いられる。これちのものを， CRESMが適宜

λ1からの作業を対照、しつつ，つぎつぎとカード化して

いくわけである。

もっとも最が多いのは，クロノ口ジカfレデータであり，

カードの年間増iま1万5000枚にのぼるが，それ以外に，

文献カード（CRESMが所蔵しないものも合む入学位

論文カーr＜答者名，論文表題，学校・指導教官名〉，研
究機関カード（機関名，住所，賓任者，目的，創立，研

究調査課題，出版物〉，マゲレプ研究背カード（氏名，住

所，所属，学位，専門，対象分野・地域，著書〉，マグレ

ゾの主要人物の経歴カードポ作られている。情報の精粗

だけでなく，カードの芯入方式も同議のものでも必ずし

も一致しないし，入手がないために定期的点検・糟補を

組織的には？？なってヤないが，これらのカー，了は，年鑑

編集の素材として使われるだけでなく，そのま玄関覧に

供される。つまり研究者が個人個人でしている研究のた

めの茶礎作業を共同で行ない，研究の成果だけでなく素

材をも共有する試みであり．いわば共同研究のシステム

化である。ここでは新聞記事の切り貼り（クリッピング

断ブァイリ＞グ〕をしていないし，ザイクロブイIレムへ

の悔写もhなわれてνないから，数年もしないうちに所
蔵スペースや閲覧のための整理の問題が生ずることは明

ムかであるが，年鑑編集のために限づていえば，直接に

J己ポの要約カードを作るほうが経済的であるこ土もたし

かである。しかし， CRESMの規模でそれが経済的とい

えるのは，あくまでも上に述べた外部との協カ体制を前

史にしてのことであることを忘れてはならない。

ところで CRESMと外部との協カ体制について，司

書ミッシェル（V，乱fiche！）嬢が，その技術的前提として

分照方式のこ Eをあげていたことが印象に残っている。

CRESMの文献は，独自の分類方式によって処理される

が，それは INSEE方式（国立統計経済研究所〉に準拠

Lたものであり，他の協力機関でも INSEE方式〈また

は，その修:iE）を用いているとのことである。とれは，

t終に分頚方式の統ーだけでなく，分類方式自体の選択が

,f(1Jであるどいろことである。たとえぽ従来の医際十進

分瓶法を採用したならば， CRESMのように低開発諸国

中心の情報整理には多くの混乱が避けられないに相違な

i ～他の機関との協力体tlll)を組織することは，けっして

岩手易なことではないが，将来にそなえて，そのための技

術的な前提条件を少しずつ作りあげていくことが大切で

ふ汚う。
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IV 

二*1宝でに， E ケス r，ブ今日ヴ vンえとぐIミES！＼！に

お：:t ;:, (Ir’ft ;i:;/ilJに J パ、ごj主べてきたが，そ，j1をプラン〈

ρ）－；＇ i、レープrr完全体のなかで位置づけて平たv、》

7二子， スグ）－，グL←／／ilf’吃l土， f也η手ドヨ ー＂ ' ，ごjlどl'/-!i::

:rt魚ど十るnir’1）＇日バj様に，旅行記や市人‘イif支R fr~ili’ 
i'lfiに kる%！色調宵m；守にはじで yて、 tj:I交；に l¥';1/,:,:ur、
地理学er) ：·円なH:iWi'.1t仁‘ふろ L 、：上， i1~j主竹た’ア：uuになり

何Ii民地行政；こ［［討を役立たないて主で1,,f'i/どもi也{jqjlJに然

t1t'i'JJであるという.'0：月七で「ti/i民ti!J(Iり E述Jミた】，やがて

人文－n会科学の｛（＇尽にともた／ CWl"l件’／：りljliJI今日二ノナ
fヒトる上月；てた Jた なかで仁、i:声史γ’モ人土地所’"f:(. ! 

弓ンス（lJfrτ統円昨日ZどiB;';-Lた〕になるべ，le,,Q果が／！：み

11＼されだが，政治学、将f芹学の分IJlf;t寸二Cσ，Dラ r、ナヂ》

オI:.t ， γ~·· ］／イの止をd1と符；斉をとり幸、げて王、 fゲlノf

0T) f¥J,実にけLて既i(，円t'1み1lを機械的に：：li:i/号するのみフ，
現実：：相「 lLてれし祁ぞcハホヂ）の巧検Hf;-＃一ろという H’！ニ

ラJをうひ、？てナて／／1予ふ i），その結果、 守！なる／Ji£ ( Lかi

ラわめて；（,i'iJiJな）に終始したのであろ 二行 Lf三ti:;)

H’Fの匂1:ti:,,, {f l,jiにふるのが，いわヴ〉／：，ポ（i'(γペIドt,＇・川
flτffで字、川、 I,~ 聞の；1古勺‘力、丸山花 l たがれ， f ゲl ／へ

と(T)}t ,;c1；「 rライf存セ，liJ:(T)税沢・ i'tf.rl'.". i母！？で‘ .' >,' 

レア社会の内！Fri'JJI［！前に台か r》た： Y か1ぞれ If込（（）欠

陥（と w 行.t：）イlj雫かげ；）か九， ~1,1:tQ:11111末fi'fl‘誌にJj

土，，，、町、その伝統は比較杯史学＇ ［！：会λ；去の;1111,tかうけ／二

人々に上 J iて1止す11)1'1'.Jにtltif，されγkながえる r

n H:t, ずザレつ＇ f,i！究史をあえてl]H,llitLて長邦Lrて
ιのであるが、 こもっfilf’1¥:史の111）段階cicno年J'h1fI)：こi士、
たとえば、アルゾヱヴ派正呼ばょた1前民地を本拠左十るゲ

／レーイヵ：1日干すEのi'ifrt：とあり、 jjfj犬戦問のff官民地1本市！Jの！可

編成期lソ／；±， 7 弓ンス木同にホ心が移執す0勺 1950年K:

に IJ,r＇ポワ （JDe只pois），ドレ、y ン， (l Drssch）売
中心とする地理学科‘ゾヱリ了ン（℃h.A.Julien）がν、

だ歴史ヤ教宇れ、ずれノf，ソルボン弐7がその中心であ J ’

たが，了RlF.でほ伺人的干ょっ？っき；士7J!Jとしてiぞ同な研究ゲ

yレーフ。fi:-{tてfノていないl, ヰ［fr学のfょJtかられ会学lfrc

ケレブ1ヴ｜究の長［白＇i7）（棋にi主Lγこごルケ IJ,Bcrquc1も，

子グレ／／Ji身のと／件をひきつijとL、るが，ブヲニスのつJ

界では町、立している。i也かにもすぐれた研究tnL、るが．

バリ以上に分散している。

こうして現在で；土研究体制l川市からみるとも.，とも組
織化が進んでし、るのは‘ ti/［民地独立C＇）待J訟をうけて， f也

h史研すEとしご）＇Ir山発Lた政治住・ fL，ヤ：：，の汗uしさあ打，
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CRESMがその典型慢であるということになるn

仁RESMがめざしている上ろないわゆる地域研究i士、

:1 '7ンスでは政治諸科学の一部門とみなされ，制度上，

I工学部や文学部の上ろな伝統的学部ではなく，学部から
独立した政治学科（Institut）に所属している。こごで，

CRESMの沿革を補足すると，その前身である北アフリ

カ!i)F'.1E・I・ンターは， 1:tl立政治科学院とむすびつL、て、ェ

ケスノi王手の攻lf-r"f:科にHI没されたが， 1±4立科学調査とン

(Iー（CNRS）の予算をうけて研究機関 CR1¥Mとして

独立L.CNRSの締助金を｝if申清する段階で，（‘RE芯＼1

にf仁》たのてeある。 CREおMの楚恨の肝要Y!とフランスの

地中海政策のff1開どの「Illにi生i速があることl士、おそらく

もひ、ないが，研究f側近の発達に焦点をあわせると， i7；の

ような終険法WJがブ弓〉スにもはいだされるといえるり

「なわち，新しいflf究体制は，古めかしい学部（主I）・，；待11h

;!)IJ C-1.',I 1:〆pた大学の枠内でれることができず，新しし、も

じ＇）t.：作ろう土すれif, 予算を熔1与するために政策！下Jh1,',j 

と」致する研究日（I'）をかかげたりi究｛本市！Jができあがると

、、らことーである，

しかしそれが研究trの側か「山、えば， iji(こ11!riifcにjlJ.!A-

Lとことになるか，あるいはそのかげにかくれた！L'J'代以j

e坂口！？を先lfx'.IJ十るこ！になるかは， ｛，)Fだの内存L、かんに

トかわ，・c，、るのそのi祭，研究体制のおi織化にと色なう
研究11すねのt~f,l;j下（111 千：｛！”I{ヒの危険を避けるためには‘

it ct ('J）マプレ／iiJf’)rC'）成果を批判的に岐取して，てク

4に焼く伐 ＇'C＇，、るli/（民地学派の伝統.1::11/il¥';J也11.'J'f¥uバI:
2,f+'? の欠陥が超おきれなければな人ないっそのために

れ， C[<ES¥1がすでに行な〆pているタト部との組織的な支

,ncの J碍のJifi生が必要であり， f震史学のアジュロン代、：h
I<. Ageron〕，人文地理学の：ノ。fレナン（A.Prenant），よ！‘

会そ；：－今のシ γ；t.,ネ（J.P. Charnay）など人文科学における

プグレー／｛，Jf’先の現世代を代表するアランミ人研究計だけ

でなし ・.： ゲレ戸に育ちつ／〉ある♂グレf人的f允trとの
問題交換が大きい意味をもつであろう。

（本f高i士電 i毎派報告「フランスにおけるマゲレア＇｛ iJJ究！

のイ市である。〕

仁 IミE Mの出版物・覧

Annuaire de !'Afriqur du 人＇on!, 1%'.! (9'.l9p.), 
1963 (1199p.), 1964 (968p.), 196!1 (1067p.), 1966 (1108p.), 

1967 (B27p.), 1968 (1172p.) 

Adam. A., Casablanca 1':ssai sur la transformation 

dt' la socih,' maroraine au cuntart de l'O《・cid,,nt,
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研究機関紹介抗ごt ー戸崎支詮

19G8, 2vol., 895p. 

Cauneille, A., Les Chaanha (Leur no川adi.rn,,,).

Mi色ge,J., Documents d' histoire economique et so・

ciale 111arocaine au XIX siecle, 1969, :-l59p. 

F，’olution d,• ! a Tribu durant f’administration ji・an- Ivfunier, B., La na,1ue珂ationalど ／＞ourle develop-

raise’， 1968, : 320p.ρement dιono川iqueet !'industrialisation du Maroc, 

Couleau, J., l,a I'aysannerie 111arocaine, 1968, 296p. 1967, 228p. 

Debbasch、（‘＇h.,d al., 1¥fut<1ion什・ultu1γlieず，，1,·110/•e- 出川riau-Hoebreehts, C司， La fろ判決忌 別aghrebin,・.

ration au』¥fag/,I,•!,, 1969，ゴti4p. 人y/,i，二 ・1’U却isた， .＼！gi'ri,・,i¥faroc, 19/i'J, :,1i9p. 

Etienne, B.、lパゴ I’roblemesjuridiques des 111i1111rites 発hHrはいずれも Paris,C. N. R. S.である。

europeennes au ./Maghreb, 1968, 416p. CRAM 時代の考古学部門の出版物は省略した。

Flory, M., et al., La Succession d’Etat e’n .r1frique （調査研究部 ・::,; ifi一雄〉

dit Nord, I <1州、 l06p.

アジアを見る眼シリーズ（B6変型判・並装ピエールカパー付）＇＂＂＇川

低開発認開発理論の系譜

坂本二郎著

190rl/¥350 

ガーナ経済の歩み

細見真也事5

190l'l/¥3制

tr.'毒りする低開発［t'.i,r,悶が，政治的，絞済rr'1発言内JJ.jぞ'1＼三勢力
ι［ての地歩主計々と築き上If ;• ,c¥ t.’今日，こ ii，，涜刊の現状
'>'1と状況の11'＇払！の理論的ベ←ソ、 u，いわゆる「市北問題jへ
と変転しと。しかし著者 i.t，このよ jな情勢を踏まえたうえで

あえて原点に立ち返り，ハーシュマン， ミノレダール，買ノレクセ，

ロストー，テインパーゲン以下｜対外の80人に及ぶ経済学者の文，

松守取り上げ，：｛そ1舟：1）イ玄関発ff』Ii月ilV'i＇論の再検討キし，理論的
究明を試み主。

本；f:,J, 「南北！日Ji,¥i!Jをより鮮明］：浮き彫りにdる意味でも，
Ill_必な布訂正弘ミ， !1 f著である。
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